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1　 は じめ に

　本稿 で は 、ア ム ド ・チ ベ ッ ト語共和方言 （以下、共和語 とする）にお ける農区方言 と牧区

方言 とい う 2 っ の 言語変種の 音韻体系 を明 らかにす る。そして、同源語の 例 を比較す るこ と

に よ り、両方言に お け る音素の 対応関係を示 す。 更 に
、 チベ ッ ト文語 との 比較か ら、牧 区方

言が よ り文語上 の 表記に 対応 した音韻対立を多 く有 して い る、すなわち、牧区方言が よ り古

い 言語体系を維持 して い る可能性が あ る こ とを主張す る 。

2 共和語の概説

2．1　 本発 表で の共和語とは

　チ ベ ッ ト語は
、 系統的 に は チベ ッ ト ・ビ ル マ 語群に属 し、 西部古方言、西部改新的方言、

南部方言及 び中国国内の 3大方言 （ウー ・ツ ァ ン、カ ム 、ア ム ド語）に分類 され る 。 共和語

は 、 3大 方言の うちの 1 つ
、 ア ム ド語に属する 。 ア ム ド語は主に 、中国西北部の チ ベ ッ ト族

の 話す言語で あ る 。 西 （1987，
188）は 、ア ム ド語の 下位方言 と して 、23 の 方言を あげて い

る。共和語 はその うちの 1 つ で あ る 。 西 の 言う共和語は 、 中国の青海省海南チ ベ ッ ト族 自治

州で 話され て い る言語を指すが、本稿で の 共和語は、中国青海省海南チ ベ ッ ト族自治州 の共

和県 に おい て使用 されて い る言語に限定する 。

2．2　歴史 、 地理的な背景及び使用 人ロ

　民国年間 （1911−49）に
、 青海省の 循化、同仁、化隆か ら共和県 にチベ ッ ト族が移動 し、

定住 して農民 （rong 　ba） とな っ た とされ る （共和県地方誌編纂委員会編 1991
，
469　以下、

『共和県誌 』 とする）。 現地 で の 認識 に よる と、それ ま で の 共和県は牧民 （
’brog　pa）の 土地

で あっ た と い う。

　海南 チ ベ ッ ト族 自治 州は 、中国青海省 の 東部に 位置 し 、 州 の 中に は 共和県を含む 5 つ の

県 （その 他の 県に は 、 貴徳 、 貴南 、 同徳、興海）が あ る 。 共和県の 民族人 口 の 内訳 は
、 漢族

5万 人、チ ベ ッ ト族 4万人、回族 4
，
000 人 、

モ ン ゴ ル 族 1，00e 人 とな っ て い る （「共和県誌』

1991
，
477＞。 共和語の使用者は主 にチベ ッ ト族で あ るた め、使用人 ロは約 4 万人程度で ある

と思われ るが、共和語 を話さない チベ ッ ト族な ども存在す る。
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2．3　 恰 ト恰鎮につ い て

　本稿で は、恰 ト恰鎮 （ち ゃ ぶ ち ゃ ちん）を中心 とする共和語の 農区方言 と牧区方言を研究

対象 とす る。恰 ト恰鎮 は地理的、政治的に 共和県の 中心に 位置す る。恰 ト恰鎮の 総人口 は 約

2 万人で あ り、その うち の 約 3 千人 をチ ベ ッ ト族が 占めて い る （『共和県誌 』 1991，477）。

恰 ト恰鎮は市街地 で あ り、 居住す るチ ベ ッ ト族 の 多 くは農区方言話者で あ るが 、外部か ら

移 っ て きた牧区方言話者 も居住 して い る 。 今 回 、 特 に恰 ト恰鎮 の 共和語 を中心に 記述す る理

由は、県内に お い て も音韻の差が あ るた め 、共和県の 中心地で ある恰 ト恰鎮の言語を記述 す

るこ とが 重要で ある と考 えたた めで ある。 以下に 共和県の 地図を示す 。

’

　　　　　　　　　　　　　　　 ダ

　　　　　　　　　　　　　　　

図 1： 共和 県の地図 （
『
海南

・
黄南蔵 族 自治州 経貿 交通団』 西安地 図 出版社 （2002））

2．4　農区方言と牧区方言

　ア ム ド地域 に 居住 するチ ベ ッ ト人が 農民あ る い は牧民に 2 分 され る こ とは 以前か ら指摘 さ

れ て お り、 その 差異は、居住地 などの地理的要因、生業や生活習慣な どの 社会的要因、言語
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の 違 い な ど に 求め られ て い る （Reckhill　1895；Ekvall　1939　9 ）。 ア ム ド ・チ ベ ッ ト語 は農

民の 話す農区方言 rong 　skad と牧民の 話 す牧区方言
’brog　skad の 2 つ に分類 され る こ とが

多い （Hermanns 　1952；西 1987等）。チ ベ ッ ト人の 間で も伝統的 に 、 農 区方言 と牧区方言

が 区別され て い る 。 こ の よ うな社会的言語変種は、地域に よる言語の 差異 よ りも大 きな違 い

とな っ て お り、それが ア ム ド語の 特徴で ある と言 える。農 区方言 と牧区方言の特徴 に つ い て

は 、Hermanns （1952，
193）に次 の よ うに述べ られて い る 。

農業地域 はチ ベ ッ トと中国の 国境に沿 っ て い て 、自然 の 障害 も多 く、多 くの 地域 に わか

れて い る の で 、農民の雪葉 は様々 な方言に わか れ る。

牧民の 言葉は古態的言葉 （archaisierte 　Sprache）で あ り、 非常に古い 特徴を よ く保持 し

て い る」

　 「古態的言葉」 とい うもの が チベ ッ ト文語 に 近 い とすれ ば、「牧 区方言が文語上の 表記 に

対応 した 音韻上の 対立 をよ り多 く有 して い る 、
つ ま り、 古い 言語体系を維持 して い る」 とす

る筆者の見解 は Hermanns （1952）に 近 い もの で ある，

2，5　 先行研究

　 『共和県誌』 （1991 ，
806− 807）に は共和語の 音韻的な特徴が 6 つ 挙げられて い るが 、

こ れ

らは ア ム ド語
一

般の 特徴で あ り、 特 に 共和語 に つ い て の 特徴が 記述 され て い る わ け で は な

い 。 6 つ の 特徴 を以下に引用 す る 。

1　 比較的 、 子音の 数が 多 い
。 初頭子音 の他 に、子音連続 を も有する 。

lI　 破裂音、破擦音、摩擦音、側面音 、 無声有気摩擦音以外に 、 前置子音 とともに 構成

　　され る子音連続が あ り、その 後項 に有声摩擦音、有声破 裂音が現 れ る 。

lH　 前置子音 を伴 っ て構成 され る子音連続の 無声化 鼻音を もつ 。

lV　2 重母 音が ない 。

V　 鼻母音が な い 。

Vi 声調 は な い が、一部分 に軽声の 現 象が み られ る。

　先行研究で あ げられ て い る特徴は全て 本調査に お い て も観察 された。た だ し、以下の よ う

な音韻解釈 の 違い が ある。1 つ 目の 違い は、IIの 「前置子音 を伴 っ た有声摩擦音、有声破裂

音 」 を本稿で は 、 子音連続で はな く、 初頭子音 と解釈する こ とで ある 。2 つ 目の 違 い は、III

の 「前置子音 を伴 っ て構成 され る子音連続の 無声化鼻音」 を本稿で は 、 前置子音を伴なっ て

い る とは解釈せ ず 、 無 声鼻音 の初頭子音 とした こ とで あ る。 音声的事実 と記述の 簡便 さか

ら、本稿 で は こ の ような解釈 を とる 。
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2．6　 調査期間 と調査協力者

　 2003年 8 月の 下旬か ら 9 月中旬まで 、及び 2004年 3 月、青海省恰 ト恰鎮青海師範民族

学院に お い て 調査 を行 っ た 。 調査で は 、典型的に 農民、牧民で ある と考え られ る調査協力者

を対象 と し、各々 の 言語を記述 した 。

　調査協力者は 、 牧区方言 を母語 とす る学生 4 人、農区方言を母語 とす る学生 4 人で ある。

全員 、 年齢 は 20 代前半で あ り、 中国語 （普通話、青海話）を 自由に使 うこ とが で きる 。 農

区方言話者 は全 て 恰 ト恰鎮で 育っ て い る 。 恰 ト恰鎮は都市部で あ るた め、恰 ト恰鎮出身の 牧

区方言話者 と い うの は存在 しない
。 牧区方言話者は それぞれ倒淌河 、 廿地 、 江西溝 、 湖東種

羊場の 出身者で あ り、中学入学の 際に都市部に来た学生で ある。上記の 場所 は い ずれ も、共

和県の 中で は恰 ト恰鎮 に比較的近 い 地域で あ る 。

　日本にお い て追加調査 を行 っ た 。 協力者は 2 名の 農区方言話者 、 拉毛氏 （1Ha　mo 、女性 、

共和県廾地出身、2001年来 日、1971年生）と俄 日措氏 （Nor　bu　mtsho 、 女性 、 共和県廾地

出身 、 2GO2 年来 日、1975 年生）で ある 。

　各方言話者の 間で も多少 の音韻 の 差が み られた が、農区方言 と牧区方言の差異 に比べ れば

小さ い もの で ある。その差異に つ い て は後述す る 。

3　農区方言と牧区方言の比較

　農区方言 と牧区方言を共時的に 調査 した結果 をふ まえた 上で 、 同源語の 例 か ら両方言の 音

韻 比較 を行 う。比較に つ い て は、主 に、西田 （1970）で 用い られて い る文語の語彙を利用 し

た 。 紙面 の 関係上、チ ベ ッ ト文語 との 対応関係 は その
一

部の み を示す 。

　以下、3．1声調 、 3，2 音節構造、3，3 初頭子音 C2、3．4子音連続 CIC2、　C2C3、　 CIC2C3 、

3．5 母音 V 、3．6 末子音 C4 及び VC4 、の順番で考察 をすすめ る。

3．1　 声調

両方言にお い て声調に よる語義の 識別は行わ れ て い ない
。

3．2　 音節構造

　両方言 ともに 、以下の よ うな音節構造 を とる 。 C （Gonsonant）は子音、　V （Vbwel）は母

音を表す。 0 内は音節形成に とっ て の 非必須要素で ある 。

（1）音節構造 （C1 ）（C2 ）（C3）V （C4）

　最も短 い 音節 として は V が 可能で あ る 。 子音連続及び V と C4 の 組み合わせ に は制 限が

あ る 。 C1 は子音連続 に お い て 現れ る要素で あ る。　C2 は単独で 母音を伴な っ て音節 を作 る

こ とので きる音素で あ る 。 C2 が 単独 で 音素 となる場合こ れを初頭子 音と呼ぶ 。　 C3 も子音
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連続に お い て 現れ る要素で ある。 C4 は母音の 後に 続 くい わゆ る末子音で ある。 1語 は、1音

節 また は 2 音節の もの が多い
。

3．3　 初頭子音 C2

　農 区方言 に お け る C2 に は 37 （38）音素を認め る 。 0 内は
一
部の 話者 の み に み られ る音

素で ある 。

表 1 ： 農区方言の C2

牧区方言にお け る C2 に は 45音素を認 め る。囲み は農区方言に はみ られない音素で ある。

表 2： 牧区方言の C2
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　以 下 に 、 農 区方言 と牧区方言の C2 の 対応関係を示 す 。 囲み は 対応関係 の ずれ る箇所 で あ

る （以下同様）。 初頭子音の数の 多 い 牧区方言を基準 に して 示す 。 牧区方言の ／単 ， ？， p ， 創に

対 して 、農区方言で は 、 C2 で は な く子音連続の ／fim，
丘n

，
6p

，
　fip／が 対応して い る 。

衷 3 ； 農区方言と牧区方言の C2 の 対応関係

農区方言 p　　ph　　t　　th　　t　　th　　k　　kh　　b　　d　　4　　g　　ts　　tsh　　dz　　tg　　tβ
匝

牧区方言 p　　pb　　t　　th　　t　　th　　k　　kh　　b　　d　　4　　g　　ts　　tsh　　dz　　tβ　　tg
駈

・・ 回 ［虱 匡］… 　
h

… 　 回 ・ ・ … 　 區 ］ ・ 国

・・ 回 國 国 ・ ssh … 　 回 … 　 hm 團 ・ 国

P 回 e 國 1 い wj

・ 国 ・ 固 1 い w 」

　農区方言 と牧区方言の 音素の対応が一致 して い な い 部分につ い て説明す る 。 各音素の 対応

例 を同源語 （同源形態素）の例 に よ っ て 示す。農区方言の 例に は
「農 」、牧 区方言の 例 に は

「牧」 とい う略号を付す。0 内に示 した の は チ ベ ッ ト文語の ワ イ リー表記で ある 。 項 目の 後

に、両方言 と文語 との対応に 関す る考察を示す 。

1　　／tβ！一 ／c／，　　　／tph／
− ／ch1 ，　　　／dる／

一 ！，／

　農 区方言に は、牧区方言 に み られ る歯茎硬口蓋音 と硬 口蓋音 の 対立 が な く、歯茎硬 口 蓋

音に合流 して い る。すなわち、無声無気音1tg／と／c／、 無声有気音／t＄
h
／と！ch1 、有声音／dza／

と1」1各々 の ペ アが 、無気音は1tg／、 有気音 は／tqh／、有声音は1dz／に合流 して い る 。 子音連

続に お い て も同様 の 違 い が ある （後述）。

（2）農／tF！一牧1c！
「刀J （gri）農1tFTU1一牧／CUi ！

（4＞農1tβh1 一牧1ch1
「血 」 （khrag）農／tshek ／

一牧／chak ／

（6）農／d多1一牧／J1
「
翼 」　（sgro ）　農民1d40／一／」0 ／

（3）農1t¢1一牧1tg／
「茶」 （ja）農／t¢ a／

一牧／tga1

（5隈 1tBh／一牧／tgh1
「酒」 （chang ）農／tghap1

一牧1tFhao／

（7）農1d易／一牧／dF！
「換え る」 （rje ）農1dze1一牧1dze／

　文語 との 対応関係を考え る と、農 区方言で は、チ ベ ッ ト文語の k
，
kh

，
　g に下接字 y，

　r の つ

い た 有足字の系列 とc
，
ch

，
　jの 系列な どが 音韻上区別 されず、歯茎硬口蓋音に合流 して い る 。

牧区方言で は 歯茎硬 口蓋音 と硬 ロ蓋音 として 対立 が あ る 。
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ll　 ／F／
−

／9 ／

　摩擦音 に おい て は、農 区方言に は、牧区方 言に み られ る歯茎硬 口蓋音 と硬 口 蓋音 すなわ

ち 、 加／と／g／の対立が な く、 歯茎硬口蓋音1g／に合流 して い る。牧 区方言に は こ の 対立が あ

る 。 た だ し、牧区方言の ／ヴに対 して 有気音／gh／を もつ 農 区方言話者 もい る。

　　　（8）農／9／
一牧／9／　　　　　　　　　　　（9）農1β1一牧／c／

　　　
「肉」 （sha ）農／¢a ／（！gha／）

一牧／ga1　
「帽子1 （zhwa ）農／¢ atho ／一牧／gatho ／

　っ ま り、 農区方言で は 、 チ ベ ッ ト文語 の zha と sha が音韻的 に区別 されず、歯 茎硬 口 蓋

音／g／に合流 す る こ とが多い が 、一部 の話者 に よっ て は／¢ a／と／gha／で 区別 さ れ る。牧区方

言 は歯茎硬 口蓋音／¢／と硬口 蓋音／g／の 対立 をもつ 。

III ／rp／− ／fim／，！p！
一

／fin1．！p／
−

！fip／．／6／− 160／
　農区方 言に は 、牧 区方言に み られ る無声 鼻音の 系 列／甼 ， p，

　p ， 創 と子 音連続／丘m
，
　fin

，

fip
，
　fie／の 対立が な い

。 ともに子音連続の ／fim，
6n

，
　fip

，
　filj／に合流 して い る 。 無声 鼻音の 系

列／導， p， 葺， う／を子音連続 とは解釈せず、初頭子音 としたの は 『共和県誌』 （1991）との相違

点で ある 。 こ れ らの 音声は 、 そ の 音声的事実に即せ ば 、 初頭子音で ある と解釈する の が妥当

で あ る。他 の アム ド語諸方言に関す る記述にお い て も、これ らを初頭子音 として い る （江獲

2002；格桑居冕 ・格桑央京 2002；鈴木 2004等）。

　　　（10）農／丘m ！
一牧／th／　 　 　 　 （11）農 1fim／一牧／fim！

　　　
「
薬 」 （sman ）農／fimen／一牧／甲 an ／　

「黄河」 （rma 　chu ）農／fimatFu・／一牧1fimatFhur／

　　　（12）農／丘n ／
一牧／穿1　　　　　　　　　（13）農／fin／一牧／fin／

　　　
「鼻」 （sna ）農！6nalfOU／

一牧／ga／　　
「耳」 （rna ）農！finandzok／一牧／6na／

農区方言にお い て は 、 形 態素の レ ベ ル で は 「
鼻」 （sna ）も 「耳 」 （rna ）も順na ／で ある。 こ

の 場合、 「鼻」 は／finaHOη／、
「耳」 は担nan   ok ／とい うよ うに1fina／に他の要素を付加す る

こ とで両単語が 弁別 されて い る。

（14）農1fin／＿牧fp！
「
心臓」 （snying ）農／丘p閃 ／

一牧／pao ！

（16）農！fio／
一牧が／

「
早 い 」 （snga ）農／助 a ／

一牧10a／

（15）ee／6P／一牧1丘F1
「古 い 」 （rnying 　wa ＞農／丘pao　wa ／

一牧16pao　wa ／

（17）農／助／
一牧／filj／

「太鼓」 （rnga ）農／fipa／
一牧／fiia1

　チ ベ ッ ト文語 にお ける sM
，
　sn ，

　sny ，
　sng と rm ，

　m ，
　rny ，

　rng は、農 区方言 にお い て は音

韻 的に 対立 が ない 。 どち らに も1fim， 丘n
，
6p

，
6η1が 対応す る 。 牧区方言で は無声鼻音の系

列1甲，穿， 」1， 61と／丘m ，
6n

，
丘p1 助 ／で 対立 し て い る 。
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3．4　 子音連続 CIC2、
　 C2C3、

　 CIC2C3

　子音連続の タ イプに は CIC2 、　 C2C3 、　 CIC2C3 の 3 種類が ある 。
　 CIC2C3 は 、一部 の 牧

区方言の みに しか認め られな い
。 c1 に は／fi1と1n／の 2 種類が ある 。　c3 に は／w ／と1r／の 2

種類が あ るが 、 1r！が認 め られるの は農区方言の みで ある 。

　丘c2 に お ける／丘1は 、　c2 が無声で あるか有声で あ るか に よ っ て音声的実現 が異 なる 。　c2

が無声音の時 に は 無声音 匚x ， X ，
　h］で 実現 し、

　C2 が有声音の 時に は有声音 〔6］で 実現する 。

（18）161の 異音一 ［x ，x ，
　h］ と ［fi］

「難し い 」 （dka，）　／6ka！［xka ］　　　
「喜ぶ ・好 きだ 」 （dga

，

）16ga／［丘ga ］

農区方言の 子音連続を 、 CIC2 と C2C3 に わ けて 示す。

CIC2 に は次の ような子音連続が あ る 。 丘C2 と nC2 に わ けて 示す 。

（19）6c2 　／6／が ［x7　x，
　hコな ど の 場合 ； 1fip，

　fit
，
丘ts

，
　fit

，
　fitp

，
　fik1

　　　　　 ／6／が ［fi］の 場合： ／fim，
6n

，
丘1

回
fip

，
βj， 助／

（20）　nC2 　　1nb，　nd ，
　ndz

，
　nd

，
　nd4

，　ng1

C2C3 に は次の よ うな子音連続が ある 。

（21）C2C3　／kw ，
　khw

，
　khr1

　／khr／匚khl］は農区方言だけに観察 された。 こ の 音素の語例 として は 、 ／khri／
「
（矢が 的に ）

当た る 」 と／khrur／
「損 」 の み しか確認 して い ない 。 こ れ らの例 は牧区方言で は！khr1が！kh！

に対応す る 。 1khr／は、狭母音の 前の み に現れ る こ とか ら、後続す る母 音の 影響に よ っ て現

れた もの と考 え られ る 。 農区方言に お い て ／khi／（khos） 「彼が （彼一能格 助詞）」 と1khri／
（khed＞「（矢が 的に）当た る 」 とい う最小対が ある こ とか ら、！khr1を1kh1とは別 の音素 とし

て認 め る 。

　！khr／は 、 管見の 限 りで は、他の ア ム ド ・チ ベ ッ ト語 に関 して も報告が されて い ない 。こ

の 子音連続 は 、 母音の 影響で生 まれ た 新し い 音素で ある と考 えられ る。

　牧区方言には次の ような子音連続が あ る 。 CIC2 と C2C3 に わ けて 示す 。 1 人 の 話者の み

に み られた CIC2C3 に つ い て は詳 し くは触れ な い
。 ！nkhw ／とい う連続が ある 。

　CIC2 に は 次の よ うな子音連続が あ る。丘C2 と nC2 にわ けて 示す 。 0 内は 一部の 話者

の み にみ られ た音素で ある。

　　　（22）fic2　／61が ［x ，
　x ，

　h］な どの場合 ； ／fip，　fit， 6ts， 丘t，　fitg，　fik／

　　　　　　　　161が ［6］の 場合： 1fim，
　fin，　fi1，　fip，　fij，　fi11

　　　（23）。 C21 （・ph），
・ b

， （・th＞，
・nd

， （・tSh），
・d・， （・th），・q （・ tの ，

・dF
，

（nch ）

　　　　　　　　nJ ，　（nkh ＞，ng ／

　c1／n1 に有気音が後続す る系列の 子音連続1nph，　nth ，
　n 七sh

，
　nth

，　ntgh ，
　nch

，
　nkh1 をもつ こ

とが確認 された の は倒淌河出身の 1 人だ けで あ る 。 ／nt ¢
hwk1 ［p¢

hUuk
］（

’

phyugs）
「
間違
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え る」、 ／nphuur ／［導phulr］（
’

phur ） 「飛ぶ 」 な どが その 例で ある。

　 C2C3 に は次の よ うな子音連続が ある。

（24 ）C2C3 　！kw ，
　khw ／

主 に 、子音連続音素の 多 い 牧区方言を基準と して 子音連続の 対応関係 を示 す。

表 4 ： fic2

農 区方言 丘P 丘t 丘ts 丘t 丘tβ 国 丘k 丘m6n 丘1 丘P 丘j 丘η

牧区方言 丘P 丘t6ts6tHt β 國 6k 丘m 丘n 且1HJ1 丘j 丘η

表 5 ： nC2

団　 ・b 団 ・d 団 　 ・d・ 団 ・軋 ［到

画 ・b ［圃 ・d 圈 ・ d・ 匳 ］n4 　 （晦
h
）

nd ・ 圍 國 圃 ・ g

・d・ ［（nkh 　j）］回 匳］・g

表 6 ： C2C3

　農区方言 と牧区方言の音素の対応関係に お い て 、 音素が
一致 して い ない 部分 に つ い て説明

する。各音素の 対応例を 同源語 （同源形態素）の 例に よ っ て示す。

1　　／6tβ／＿ ／Fiく：／、 　／nd41
− 1nt／

　農区方言に は
、 牧区方言に み られ る16t¢／と／丘c1

、 1nd吋 と／nJ ／の 対立 が み られず 、 それ

ぞれ、16tg／、／nda ／に合流 して い る 。 こ れ は初頭子音 c2 で も示 した、歯茎硬口蓋音 と硬口

蓋音の対立の有無 と同様で ある 。

（25）農1丘tg／一牧／fic／
「髪 」　（skra ）　農／丘tFa！一牧／丘ca ／

（26）ge／fitg／一牧16tg！
「鉄」 （lcags）農／fi¢ ek ／

一牧ノ丘t¢ ak1

　　　（27）農1nd多ノー牧！nj／　　　　　　　　　　　　 （28）農／nd ％／
一牧／nd ％／

　　　
「頬」 （

，

gram 　pa）農／ndzaanba ！
一牧／nJambur1 　　

「虹 」 （
’

ja
’

）農／ndza ／
一牧／nd3a ／

　チ ベ ッ ト文語 に お ける lc と skr などは 、 農区方言にお い て は音韻的 に対立が ない
。 どち

らとも16t¢ a／に合流 して い る 。 さ らに、
’ja’

と
’

gr の 音韻的対 立 もみ られ ず 、 ともに ／ndza ／

に合流 して い る 。 牧区方言で は／丘tca1 と／fica／、／ndza ／と／nJa ！で 対立 して い る。
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ll　　！khr／− ／kh／

　牧 区方言 に は み られ ない 音 素／khr／が農 区方言 に は存在す る 。 こ の 音素は牧 区方言で

は／kh1に 対応 して い る 。

　　　（29）農1khr／一牧／kh／　　　　　　　　　　　　　（30）農1khノー牧1kh1
　　　「（矢が 的 に）当た る」 （khed）農1khri1一牧／khi／　

「彼が （彼一能格助詞）」 （khos）農／khi1一牧1khi／

　農区方言に存在す る／khr1と1kh／の 対立 は、チ ベ ッ ト文語にお い て はみ られない
。 ともに ・

kh に 対応する。 こ の 音素は比較的新 しい 音素で あると考え られ る。

3．5　 母音　 V

　両方言 と もに 、 音韻 的 に は長母 音及 び 2 重母 音が 存在せ ず 、 農区方書 、 牧区方言 とも

に 、／i1匚i］， ／e1 匚ε］， ／a1 ［a ］， ／01 ［u コ， ／ul ／［ur ］，／u ／［u エβ］の 6 音素が ある・

　農区方言 と牧 区方言の 母音の 対応関係を農区方言を基準に して示す 。 農区方言に お ける母

音が、牧区方言にお い て は、母音 ＋ 末子音 に相当す る もの もあ る 。

表 7 ： 農区方雲と牧区方言の 母音の 対応関係

農区 方言 i 回 a0 回 u

牧区方言 i ・
， ［亜 a0 叫 匣 」u

　農区方言 と牧 区方言の 母音音素は 、 牧区方言の Vp と農区方言の母音が対応す る場合 を除

き、大体
一

致 して い る 。 末子音／p／に つ い て は 、 次の 末子音 C4 及び VC4 に お い て 説 明を

する 。

3．6　末子音 C4 及び VC4

　末子音 C4 及び、母音 と末子音 VC4 を説明す る。

　農区方言の末子音 に は1P，　n
，
　r

，
　k

， η，
　c ／の 6 つ が ある 。 閉鎖音1k／は内破音で あ る ・ ／c／

は発話の 際 、 語末で は現れ な い
。 しか し、助動詞の 1ta／， ／tgi／， ／kru／， ！shOl ／， ！taq／、名

詞化接辞の ／PQ／、 接続助詞の ／kur1な どが 接続す る場合、後続す る音素に 逆行同化 した形で

実現す る。 1p／は母音〆o／の みに後続す る末子音で ある 。 ／op ／［o β］とい う音声で 実現す る 。

他の 母音に は後続 しない 。通時 的な 観点か ら考察すれ ば 、 末子音1p／は母音／o／の 後ろの み

で 残存 し、そ の 他の母音の後 ろで は 消滅 した もの と考 え られ る 。 農区方言で は末子音／n／は、

母音を鼻音化す るこ とで 実現す る場合 もある 。 牧 区方言で は 閉鎖音で 実現す る 。

　農区方言の vc4 にお い て は 、母音1e／と1a／は弁別 的で ない
。 そ して、後続す る c4 に応

じて v の 音声的な実現は異な る 。 よっ て、1e／と1a／の どち らを音韻表記 として 用い るかは 、

実際の 音声に近 い 方 を採用 す る 。 Vljにお い て は、母音／o／と／ua ／も弁別的で は ない 。その
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音声的な実現か ら／o／を音韻表記 として 用 い る 。

　母音と末子音の 組み 合わせ を表に 示す。一は そ の 組み合わ せ が存在しな い こ とを表す 。

表 8： 農区方言の VC4

／P ／ 1n1 ／r／ ／k1 ／u1 ／c ／

／eノ
一 1en／ ／er！ ／ek ／ 1ao／ ／eC ／

／a ／
一

1・ ／ ／・P／ ／・ n1 ／or ／ ／ok ／ 1・u／ ／・C／

／田 ／
一

／um1 ／u ・r／ ／田 k／ ／UIC ／

　牧区方言の 末子音に は／p ， m ，　n ，　r ， 1，　k，　g1 の 7 つ があ る。閉鎖音 は内破音で あ る。 母音 と

末子音 の組み合 わせ を表に 示す 。

表 9： 牧区方言の VC4

／P／ ／m ／ ／n ／ 1r／ 〃 ／k1 ／η／

1e！ ／ep1 ／em ／ ／en ／ ／er／ ／el1 ／ek ／ ／eη／

1a！ ／ap ／ 1amノ ／an ／ ／ar ／ ！a1／

10ノ ／。P／ ！om ／ ／・n／ ／or ／ ／olノ 10k／ 10η／
1皿 ノ 1田 P1 ノ皿 m11uln ／ 加 r／ ／u ・1／ ／mk1

　農区方言 と牧区方言の C4 及び VC4 の 対応関係を示す 。 母音 ＋ 末子音の 数の 多い 牧区方

言を基 準に 対応関係を示す。

表 10 ： 農区方醤と牧区方言の VC4 の 対応関係

農区方言 回 回 OP 回 團 回 回 回 en 匣

牧区方言 國 國 OP 國 回 團 國 国 en 回

・ n 田 ・ ［莖］國 國 区 ］ ・k 　 ・k 　 田 kap op 　 e「

・n 田 ・ 回 國 回 回 ・k 　 ・k 　 田 k ・P op 　 er

回 　・ ・　 u ・r

匳］ ・・　 硼 ・

農区方言 と牧区方言の 音素の 対応関係にお い て、音素が
一致 して い な い 部分 に つ い て説明

をす る 。 各音素の対応例 を同源語 （同源形態素）の 例 に よっ て 示す。
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1 末子音1P／

　農区方言 で は 、末子音／p／が／Q／に後続 す る場合の み残存 し、その他の 母音の 後ろに はみ

られ な い
。 よ っ て 、 牧区方言で の ／ep1 ， ／ap ／は、農区方言で は／e／に 、／u エp／は／UI／に対応す

る。1p1の 音価 は、牧区方言で は閉鎖音 ［b］で実現す るが 、 農区方言で は ［b］の緩んだ摩

擦音 ［β］で実現す る 。 農 区方言の 末子音／p／は 、 後ろに接辞が続 く場合 に後部要素に逆行同

化 した形で 現れ る。この点 は末子音1c／と同様で ある 。

（31）農／e1
一牧1ep／

「蒔 く」 （
’debs）農／nde ／

一牧／ndep ／

（32）農1e／一牧1ap1
「針」 （khab）農！khe1一牧／khap1

（33）農！op1
一牧10pノ　　　　　　　　　 （34）農！ur ／

一牧／uIp ／
「鞍 」 （yob）農10p／［o β］一牧／op ／［ob ］　

「西 」 （nub ）農1nur／一牧ノnulp1

　チ ペ ッ ト文語 に あ る末子音！p／が 農区方言に お い て は／o ／に後続す る場合の み に残存 して

い る。 他の 母音の 後 ろで は消滅 して い る 。 ／ap1 ， ／ep ／に は1e〈 1ip！， ／up ／に は／UI ／が対応

して い る。／op ／の 音声 は農区方言で は ［oβ］で実現 し、 牧区方言で は ［ob ］で実現する。

Il　末子音／m ／
− 1n1

　農区方言に は 、 牧 区方言 に 存在す る末子音／m ／と／n ／の 対立が ない
。 ともに末子音／n ／に

合流 して い る。農区方言で は末子音／n ／は 、 母音を鼻音化す る こ とで 実現す る こ ともある 。

牧区方言で は鼻音化せ ずに 閉鎖音で 実現する。

（35）農／en1
一牧1em！

「
心 」 （sems ）農1shen／一牧／she 皿 ／

（37）農1en！一牧1am1
「道 」 （lam）農／len／一牧11am！

（39）農／Qn1
一牧／0m1

「暇で あ る」 （khom ）農！khon1一牧！khom ／

（36）農／en ／
一牧／en1

「
世間」　（

7jig
　rten ）　農1nd多三且ten／

一牧／ndFi6ten1

（38）農1en／一牧／an ／
「白檀」 （tsan 　dan）農／tsenden ！

一牧1tsendan！

（40）農／on1
一牧／on ／

「左 」 （9−yon）農1fijon／
一牧1fijon／

　　　（41）農／uln1
一牧／ulm ／　　　　　　　　　　（42）農／uln1 一牧1urn／

　　　「お い しい 」 （zhim ）農1βum ／
一牧／pur皿 1　　

「兄弟J （spun ）農！6puun！一牧！fipuIrn／

　農 区方言 に は、チベ ッ ト文語に存在す る am と an 、　im とin、　um と un 、　em と en 、　om と

on の 音韻的な対立が ない
。
　 am と an 、　em と en に は！en ／、　im と in、　um と un に は！uln ／、

om と on には／on ／が 対応 して い る。
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lll　 VC4／en ！− ／an ／・ ／er／一／ar／・ ／el／− ！aV ・ ／ek／一／ak／

農区方言には 、 牧区方言に は存在する／en1 と／an ／、 ／er ／と／ar1 、／el／と／al ／、／ek ／と／ak ／

の 対立が な い 。

（43）農／en ／
一牧／an ／

「あれ」 （gan）農／ken／一牧1kan／匚kεn ］

（45）農／er ／
一牧／ar1

「バ ター
」 （mar ）農／mer ／

一牧／mar ／［m εr］

（44）農／en ／
一牧／en ／

「
引 く」 （

’
then ）農／then！一牧／then1 ［then］

（46）農1er1一牧／er1
「
個人 の 」 （sger ）農／ger／

一牧1ger1［ger］

（47）農／eC ／
一牧！al！　　　　　　　　　　　　　 （48）農／eC ／

一牧／el／
「疲れ る」 （chad ）農／tghec／一牧1tghal1匚¢ h

ε1］　
「
ない 」 （med ＞農／mec1

一牧1me1／［mel コ

（49）農／ek ／
一牧／ak ／

「兵 J （dmag ）農／fimek／一牧！fimak／［fimok］

（50）農／ek ／一牧／ek1
「火傷す る」 （hreg）農111ek！一牧1§ek1 ［脚 k］

　農区方言 に は 、チ ベ ッ ト文語に存在する an と en と、　ar と er 、　al と el （または ad と ed ）、

ag と eg の 対立 が な い
。

つ ま り、 末子音 n
，
　d

，
　r

，
1
，
　g に 前接す る母音 a

，
　e の 対立が な い

。 牧

区方言に は こ の 対立があ る。

lV　末子音／C／と／［1
　農区方言の末 子音／C／は発話の 際、語末 で は現れ な い

。 接辞が続 く場合 の み に後部要素

に逆行同化 した形で 現れ る。農 区方言 の 末子音／c1 は牧区方言にお け る末子音／11に 対応す

る。／1／も後 ろに接辞が っ つ く場合 に後部要素に 逆行同化 する音素で ある 。

　　 農1c／一牧／1！

　　　 （51）単独 の場合　　　　　　　　　（52）接辞 が後接す る 場合

　　　 「あ る 」 （yod）　　　　　　　　　　
「ある だ ろ う」 （yod　rgyus 　red ）

　　　農／joc！［jo］一牧1jol1［joi］　　　 農／joc　tqi＝　re／［jottpire］一牧1jol　tgi＝ ＝ re ／［jot¢ ire］

　チ ベ ッ ト文語 に お ける末子音 d
， 1は、牧区方言にお い て は／11で実現す る。農区方言 に お

い て は子音要素／c1で 実現する 。 1c／は 発話され る 際、語末で は現れ な い
。

4　音素対応の ま とめ と考察

4．1　音素対応の ま とめ

　以上、農区方言 と牧区方言の 音韻体系を明 らか に した上で 、音素の 対応関係を示 した。こ

の 対応関係をまとめ る 。
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初頭子音 C2 につ いて

　牧区方言は歯茎硬 口 蓋音 と硬口 蓋音！tgfと／c／、 ／tgh！と／ch ／、1d塀 とIJI、／9／と／9／の 対

立 を もつ 。 農区方言で は これ らが歯茎硬 口蓋音に合流 して い る 。 無声鼻音の 系列／rp， 導，
　J1，

li1も農 区方言に はみ られ ない 特徴で あ る。

子音達続 CIC2 、 ⊂2C3 につ い て

　牧区方言に は歯茎硬 口 蓋音 と硬 口蓋 音／6tg！と！丘c／、／ndz ／と／nj ／の対立が あ る 。 農 区方

言で はこ れ らが 歯茎硬口蓋音に合流 して い る 。 ただ し、農区方言の みにみ られ る子音連続音

素として ／khr／が ある 。

末子 音 C4 及び V （二4 につ い て

　農区方言に は、末子音！p／が 母音／o／の 後ろ の み に しか存在しない
。

　牧区方言は末子音／m ／と！n／の 対立 、 お よび 、 VC4 の ／en ／と／an ／、／er ！と／ar1 、／el／と

／al1 、 ！ek1 と／ak／の 対立 ももつ
。 農区方言 は これ らの 対立 をもた な い

。

　牧区方言の 末子音！1／は 、農区方言で は子音要素／c1 に対応 して い る。／c1は発話 の際 には

語末で現れ ない音素で あ る 。

4．2　考察

　こ れ らの 結果か ら、牧区方言が農区方言に 比べ 、初頭子音、子音連続 、 末子音、VC4 の 対

立 を多 くもっ て い る こ とが わか っ た 。 そ して これ らの 対立 は 、チベ ッ ト文語にみ られる文字

の組み合わせ に対応 して い る 。 農区方言の み に み られ る音素1khr1、／c／は チベ ッ ト文語に

対応 した もの で は ない 。

　西 田 （1987 ，
117）に述 べ られ る ように 、 チ ベ ッ ト文語

（1）が
、 各時代各地域の 口 語の特徴

を表記上に 反映させ た 中古チペ ッ ト語 を基礎 に して成立 した もの で あるな らば、牧区方言が

当時の チ ベ ッ ト語 に よ り近 い 音韻体系をもつ と結論づ ける こ とが で き る 。

　ア ム ド語に お い て 「牧区方言が農区方言に比 べ 、古 い 言語体系を維持 して い る 」 とい う事

実 は、Hermanns （1952）をは じめ とす る先行研究にお い て述 べ られて きた 。 そ して 、 こ の

こ とは 、 現地 の チペ ッ ト人の 共通理解 ともなっ て い る 。 しか し 、 同 じ地域 で話され る農 区方

言 と牧 区方言を比較 し 、
こ の 事実 を具体的に 明示 した研究 は これ まで の と こ ろ未見で ある 。

よっ て 、 本稿で は
、 共和県に お け る農区方言 と牧 区方言の 音韻体系を共時的に 明 らか に した

上で 、 そ の音素比較 を行な っ た 。 そ して 、文語 との対応関係か ら、牧区方言が農 区方言に比

べ て、チ ベ ッ ト文語の 表記 に対応 した 音韻的な対立 を多 く有する、つ ま り、

「牧 区方言が 農

区方言に 比べ 、古い 言語体系 を維持 して い る」 こ とを示 した 。
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注

（1）西田 （1987 ，
117）は 「チベ ッ ト文語 」 に つ い て 次 の よう に述 べ て い る 。

「チベ ッ ト文語 は、七

　　世紀以来漸次変遷 した 中古 チ ベ ッ ト語 の 書写法 を基礎 と した で あ ろ うけれ ども、古典チ ベ ッ ト

　　語の もつ 諸規則に同化 された い わば混合 的な性格 をもつ 書写語 で ある。」
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